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再生可能エネルギーとして注目のソーラーパネルを搭載、環境や節電意識の高まりに対応 

デジタルソーラークッキングスケール「ＳＤ－００４」を１１月１日に発売 

 

 

２０１１年１０月１８日 

株式会社タニタ 

 

健康をはかるリーディングカンパニーである株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１

４－２、社長・谷田千里）は、ソーラーパネルを搭載したデジタルソーラークッキングス

ケール「ＳＤ－００４」を１１月１日に発売します。タニタが展開している環境対応商品

「ＥＣＯ Ｌｉｖｉｎｇ（エコリビング）」シリーズとして開発したもので、駆動源に太陽

電池モジュールを取り入れ、最大２ｋｇまで計量できるなどクッキングスケールとして十

分な性能を発揮できるようにしたのが特徴です。また、少ない電力でも作動する独自開発

の省電力センサーを搭載するとともに、バックアップ用の電池を内蔵したハイブリッドタ

イプとすることで、場所や時間を選ばず低照度時でも快適に使用できるようにしました。

価格は４２００円（消費税込み）。環境問題への意識が高い３０－４０代の女性をターゲッ

トに年間１万２０００台の販売を計画しています。 

 

本体サイズは縦２０５×横１２９×高さ４０ｍｍ。縦に長いボディーを採用し、ソーラー

パネルと計量皿とのスペースを十分に確保することで、計量時にソーラーパネルがボウル

などの陰になることなく使用できます。また、文字高１５ｍｍの見やすいデジタル表示、

計量皿やソーラーパネルを守る専用カバーをセットすることで清潔さを保ちながら重ねて

収納ができるなど、使いやすさにもこだわりました。 

 

地球温暖化や天然資源の枯渇など環境問題がクローズアップされています。タニタではこ

うした動きに対応し、１９９７年に国内で初めてクッキングスケールにソーラーパネルを

搭載したモデルを開発・販売。その後、体重計にもソーラーパネルを搭載したり、本体外

装の一部に環境低負荷素材の植物由来プラスチックを採用したりするなど省エネや環境に

配慮した商品の開発を進め、「ＥＣＯ Ｌｉｖｉｎｇ」の愛称でシリーズ化しています。こ

のシリーズの商品は、今回発売する「ＳＤ－００４」で５品目目となり、今後も品揃えの

拡充を図っていく考えです。 

 

 

 



デジタルソーラークッキングスケール「ＳＤ－００４」の商品仕様 

型式 SD-004 

色 グリーン、オレンジ 

最大計量（最小表示） 2kg（0～500g/1g 単位、500g～1kg/2g 単位、1kg～2kg/5g 単位） 

商品サイズ（質量） 本体のみ：Ｄ205×Ｗ129×Ｈ40ｍｍ（約 380ｇ/電池含む） 

収納カバー含む：Ｄ211×Ｗ129×Ｈ42.5ｍｍ（約 460ｇ/電池含む）

電源 ソーラーパネル、コイン型リチウム電池１個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  ソーラーパネル搭載のデジタルソーラークッキングスケール「ＳＤ－００４」 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざ

まな事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承下さい。 


